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各学級の実態に応じて取り組む（例） 

校内全体での年間を 

通した振り返りの見取り 

日常生活のふりかえり 

ロールプレイ 

教材の理解  導入の時間の工夫 

本時のテーマ等に関する発問など 

各学級の実態に応じて取り組む（例） 

日々の活動の振り返り 

既習の題材や内容項目などの 

教室掲示 

日常の様々な事項と関連付けた指導など 

道徳以外の教科で 

取り組むこと 
授業以外で取り組むこと 

各学級の実態に応じて取り組む（例） 

展開部分での話型  

思考ツール グループ編成 

継続性  学級文化など 

 

令和７年度 武蔵野小学校 研究構想図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学年団 目指す児童像【１年目】 

低学年 内容項目を受け止め、生活に照らして振り返り、自分の考えを伝えられる児童 

中学年 内容項目を理解し、自己の在り方について振り返り、表現できる児童 

高学年 道徳的諸価値について理解し、自己の生き方についての考えを深め、表現できる児童 

学年  重点的に取り扱う内容項目 目指す児童像【２年目】 

１年 Ａ 善悪の判断、自律、自由と責任 内容項目と自分の生活を結びつけて考えられる児童 

２年 Ｂ 友情、信頼 多様な意見を受け入れ、自分の考えをもち表現できる児童 

３年 Ａ 善悪の判断 節度、節制 多様な考えを認め合い、自分の考えを表現できる児童 

４年 Ａ 正直、誠実 希望と勇気、努力と強い意志 自分の意見と友達の意見を比べて、多様な考えに気付く児童 

５年 Ｂ・Ｃ 誰かのために行動できる人 相手意識をもち、集団の中での自分の立場について考えを深め、前向きに表現できる児童 

６年 Ｂ・Ｃ 相互理解、寛容 よりよい学校生活、集団生活の充実 多面的・多角的に物事をとらえ、様々な考えを認め合い、自分の考えを振り返ったり、再

構築して表現したりできる児童 

研究主題に迫るための工夫 

自分の考えを見つめ直すためには 

日常的に各学級や学年で 

継続して指導するには 

児童が主体的に表現するには 

特別の教科道徳を通して 

取り組むこと 

２年計画の２年目 

研究主題「自ら思考、判断し、豊かに表現できる児童の育成」 
（令和６年度）副主題～児童が自分ごと化できる特別の教科 道徳を通して～ 

（令和７年度）副主題～児童が多様な考えに気付き、自分の考えを見つめ直すための指導の工夫～ 

羽村市立武蔵野小学校 学校経営方針 〈グランドデザイン〉【目指す学校像】 

「元気いっぱい笑顔でつながる武蔵野小」 三者（子供・保護者、地域の方々・教職員）が笑顔で過ごせる地域の学校 

羽村市立武蔵野小学校 学校経営方針 〈グランドデザイン〉【目指す子供像】 

○よく考える子…何事も自分ごととして捉え、自ら学びに向かい表現を楽しめる子 

○思いやりのある…むさしのリーダーシップを身に付け、自他を尊重し、大切にできる子 

○健康な子…基本的な生活習慣を身に付け、運動に親しみ、心身ともに活力に満ちた子 

「エンパシー」を意識してコミュニケーション能力を磨き、「言葉の力」を活用しながら、子供たち同士、教員同士、教員と子供、学校と家庭・地域、武蔵野

小と第三中学校、それぞれが本音で語り合える、風通しの良い関係を構築していきます。また、指導においては、共通認識、共通理解、共通実践を推進し、

「チーム武蔵野」として自分ごとと捉えながら一貫した指導を行い、時と場所が変わっても児童が自信をもって行動できるよう自己有用感を高める指導を進め

ていきます。 

学びの基盤である「言葉の力」に注力し、物事を自分ごととして捉え、考え、行動できる児童の育成を目指します。 

【児童の実態】（令和６年度） 

本校の児童は、授業に対して同じ

スタートラインから始めることが

できない実態がある。休み時間の

トラブルや友達同士の関係を消化

できず、抱えたまま授業に参加し

ている児童が多い。感情のコント

ロールができずその気持ちのまま

授業に参加したり、人によって態

度を変えてしまったりという課題

がある。 

【教師の願い】（令和７年度） 

１年目の研究を受け、各学

年児童の重点項目を再考した

結果、内容項目 B「主として人

との関わりに関すること」だ

けでなく、内容項目 A「主とし

て自分自身に関すること」や

価値項目 C「主として集団や社

会との関わりに関すること」

に広げてを置き指導を行う必

要があると考える。 

【教師の願い】（令和６年度） 

特別の教科道徳の「B主と

して人と人との関わりに関す

ること」を題材に、授業中に

振り返りを記述しながら自分

自身を見つめ直す活動を日々

行う。授業の内容項目につい

て受け止め、自分自身の過去

や未来について振り返ること

が、児童のよりよい学びにつ

ながるのではないかと考え

る。 

 

【研究の進め方】２年目 

１年目の基礎研究を基に、

児童の「心の育成」を主眼に

おく。特別の教科道徳の内容

項目において、各学級・各学

年の教員（担任）が、それぞ

れの児童の実態を見取り、実

態に適していると考える内容

項目を行う。児童の変容を、

年度末に見取り、成果・課題

とする。 

【研究仮説】 

（令和６年度） 

道徳の授業におけ

る内容項目を理解

させる手立てを工

夫することで、児

童が自ら思考、判

断し、自分ごとと

して表現できる力

を育成できるであ

ろう。 

【児童の実態】（令和７年度） 

１年目の研究を受け、自分の考

えをもつことができるようになっ

た児童が増えたと考える。一方、

研究主題である「豊かに表現する

こと」には、課題が残ると考え

る。本校児童には、教材を自分ご

ととして考えられるが、友達の考

えを受けとめ、自分の考えを見つ

め直すことや思考を再考できる力

を育てる必要がある。 

 

 

【研究仮説】 

（令和７年度） 

多様な意見や考えを

知る場面を設定した

り、自分の考えを見つ

め直したりする時間を

設定するなどの指導を

工夫することで児童の

思考力が高まり豊かに

表現できる児童を育成

できるであろう。 

【研究の進め方】１年目 

内容項目を「B主として人

との関わりに関すること」に

絞る。「心情の変化を表すワ

ークシート」や「揺さぶる発

問」「ロールプレイ」等の手

立ての工夫を通して、児童が

自分ごと化として、考えを深

めることができるようにす

る。 


